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クラウド&モバイルを中核に
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コムくん

（単位：百万円）
売上高

（単位：百万円）
当期純利益

詳細は

へP1

CEO MESSAGE

億円企業へ。 売上高1,000 次の10年のための経営改革を推進。

前期比
18.3％UP

前期比
29.４％UP
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おかげさまで
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コムチュアは2013年11月22日に東証一部上場を果た
し、2014年1月より創立30周年目に入りました。
我が社はこれまで30年もの間、常に成長を続けてまい
りました。時には世の中の大きな経済変動の影響を受けた
こともあります。しかし、それを跳ね返して成長を続けて
来られたのは、お客様の“ささやき”を大切にしながら、
常に時代の変化に対応し、イノベーションを起こしてきた
からです。それがコムチュアのDNAなのです。
コムチュアのイノベーションの歴史は、10年という単
位でステージを上げてきました。
創業して最初の10年は、会社を成長させるために、が
むしゃらに突き進んだ10年でした。バブル景気の波にも
乗り、日本の経済成長と共に会社も成長しました。
しかし創業7年目の1992年、バブルは崩壊します。売
上高も3年連続で下がり続けました。その経験の中で私は、
得意分野を持つことの重要性を痛感したのです。
2回目の10年は、得意分野を作り、磨いていく10年間
でした。1995年にグループウェアソリューション事業を
立ち上げます。その後ERPソリューション事業、Webソ
リューション事業、ネットワークサービス事業を次々と立
ち上げ、それぞれの事業が拡大していったのです。
2002年には、社名を「日本コンピューターテクノロ
ジー」から「コムチュア」へと変更し、ITの未来をリード
していくという姿勢を打ち出します。
ITの未来を見据えた4つの事業が軌道に乗り、この10年
間で売上高は5億8千万円から46億円へと、実に8倍の成
長を果たすことができました。
4つの事業を成長エンジンに、「上場」という目標に向か
って突き進んだのが3回目の10年です。
3年間の準備期間を経て、2007年3月にJASDAQに上
場しました。その後、リーマンショックに端を発する世界
同時不況を挟み、2012年11月に東証二部に市場変更を
いたしました。そして、2013年11月22日に東証一部上
場を果たしました。
いま、コンピューターの歴史はクラウド時代に突入して

います。コムチュアは2009年に「クラウド時代を“コラ
ボレーション”でリードするコムチュア」をビジョンに掲
げ、いち早く時代の変化に対応してまいりました。
クラウドを軸に4つの事業が連携することによって、
2014年3月期は売上高85億円、営業利益10億円と、過
去最高の売上・利益を達成することができました。
この30年間、一度も赤字が無いのも我が社の特長です。

そして次なる10年、コムチュアはさらなる成長に向かっ
てまいります。
2014年3月7日にはお客様を招き、日頃の感謝の気持
ちを伝えるクラシックコンサートを行ないました。また3
月20日には、当社のビジネスパートナー様を招き、「感謝
の夕べ」を開催いたしました。これらを機に、お客様やパー
トナー社様とのパイプをさらに強め、ビジネスの拡大を図
ってまいります。
また4月12日には、社員・社員の家族・友人・取引先
の皆さんを招き、30周年記念式典を行ないました。ここ
では有名アーティストによるコンサートを楽しむと共に、
社員全員が一丸となって、次なる10年に向けた熱い想い
を共有することができました。
次なる10年では、1,000億円企業を目指し経営改革を
強力に推し進めます。
1,000億円を実現するためには人材の補強、育成が欠
かせません。これを経営改革の1丁目1番地と位置付け、
総力を挙げて取り組みます。またM&Aも積極的に行い、
成長スピードを加速させてまいります。
我が社が以前から取り組んできた、お客様の“ささやき”
をカタチにする活動は、コムチュアの提案力向上と、お客
様満足、および社員の育成をすべて実現する重要な活動の
ひとつです。一人ひとりの社員が“ささやき”をカタチに
する活動を徹底し、より一層の成長をはかってまいります。
コムチュアDNAは今まで以上に進化してまいります。
これからのコムチュアの成長にご期待ください。

CEO MESSAGE トップメッセージ

「次の１０年に向けて」

「３０年のあゆみ」

経営改革を推進
代表取締役会長 CEO

向 浩一

売上高 億円企業へ1,000
次の10年のための
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当社は創業30周年を迎えた今年、お客様やパートナー様との関係強化のため、
さらには社員一丸となり次の10年で1,000億円企業を目指すためのイベントを催しました。

創業30周年を
年の成長の契機に10次の

ビジネスの協業をお願いしているビジネスパートナー様
を集めて、パレスホテル東京にてイベントを開催しました。
500名の皆さまに日頃の感謝の気持ちをお伝えするとと
もに、これからのコムチュアの取り
組みをお話しし、今後のより強い
パートナーシップの構築に向けての
きっかけとさせていただきました。

代表取締役社長COO

大野 健

パートナー様を
集めてのイベント

東京フィルハーモニー交響楽団
によるコンサート

コムチュアには「私の標語」活動という、特長ある人材育
成制度があります。年度初に社員全員が「私の標語」と実
行計画を作成し、一年間を通じて上司と共にそのフォロー
を行ないます。そして翌年4月に、優れた成果を出した社
員が各部から選抜され、「私の標語」発表会で、全社員の前
で一年間の成果を発表します。16回目の「私の標語」発
表会である今回は、発表会後に30周年記念式典を行ない
ました。またその後、社員の家族・友人、お取引先、パートナー様、内定者の皆さんなどをご招待し、有名アーティス
トによるコンサートを行ないました。30周年記念式典では、コムチュアの30年の歩みを映像と共に振り返るとともに、
これからの10年に向けた「10年後のビジョン」を全員で共有しました。社員有志らによる「10年後の私の標語発表」
などが行なわれ、これからの10年に向けた熱い想いを社員全員で共有することができました。

30周年記念式典開催
10年後のビジョンを社員全員で共有

より強い協力関係の構築へ さらなるお客様満足に向けて
日頃お世話になっているお客様を招き、東京オペラシティ
において、東京フィルハーモニー交響楽団によるコンサー
トを行ないました。このイベントには900名を超える方々
にお集まりいただき、大植英次氏指揮のもと、ヴァイオリ
ニストの竹澤恭子氏によるソロ演奏などをご堪能いただき
ました。同楽団はこのコンサート後に日本を発ち、アジア・
欧米6か国をめぐるワールド・ツアーを行ない、各国で
高い評価を得たようです。このイベントを機に、今後さら
なるお客様との関係強化に向けて取り組んでまいります。
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COMTUREな人

クラウド活用でお客様の業務効率UP！
に短縮時間を1／3

COMTUREの強み

クラウド&モバイル 分野を重点化しています

クラウド＆モバイルの時代においては、これまで以上に重要となるのが、
社内外に広がるシステムと端末の相互のコラボレーション（連携）です。
コムチュアが得意とする「つないで、見える化」が十二分に発揮できる
分野です。コムチュアはクラウド＆モバイルで、企業に蓄積された情報
資産を「つなぐ」ことで、オフィスの業務効率化を実現し、ビジネスパー
ソンの働き方を快適に、より創造的にすることに貢献しています。

社内システム

モバイル

クラウド

オ
フ
ィ
ス

シ
ス
テ
ム

見える化

つなぐ

CASE STUDY

1CASE

これまでの顧客管理・営業支援では経験したことのない、基幹業務の分野に挑戦
するプロジェクトでした。また納期は３カ月と、非常に短期間での成果を求めら
れました。そのために、お客様から積極的にヒアリングを行ない、お客様業務の
理解に努め、メンバー全員に周知しました。また、セールスフォースの機能だけ
ではカバーしきれない部分を、様々なクラウドサービスと組み合わせた提案をす
ることで解決しました。その結果、次々に追加受注をいただき、ビジネスチャン
スの拡大につなげることができました。

お客様密着で新たな分野を開拓しビジネスチャンスを拡大

コムチュアさんは常に新しい分野の開拓に取り組まれており、ここ数年はクラウドとモバイル技術に注力され、お
客様のニーズに、セールスフォースの優位性を掛け合わせワンストップショップとして先進的な業務価値を提供さ
れています。これからも実績を生かした進化、深化、真価で業種別、シーン別に特化した高いレベルのコンサルテ
ィングサービスの提供を期待しています。

お客様ニーズに合わせた先進的な業務価値を提供

株式会社セールスフォース・ドットコム

パートナー様の声

コムチュアマーケティング株式会社
マーケティング営業部　リーダー

黒原 亜希

今回のシステム導入にあたっては、「速×巧」をテーマに検討を行ないました。「速」とは、保守業務のスピードを
１／３に削減し、顧客満足度を向上することです。「巧」とは、お客様の見える化を行なうことで、提案型営業を
強化することです。我々の要望に対し、刺さる提案をしていただいたのがコムチュアさんでした。コムチュアさん
に導入いただいたシステムのおかげで、保守業務の受付から完了までのプロセスが見える化でき、業務時間を大幅
に短縮することができました。

でコムチュアに決定刺さる提案

株式会社テスコ 経営管理本部取締役本部長　津嶋 正明 様

取締役社長兼COO　川原 均 様

お客様の声
+ 提案力 業務効率

UP!
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COMTUREの強み

「ささやきをカタチに」 する提案力により顧客満足を向上

営業先やシステム開発現場でのご要望やご関心といった、お客様の
「ささやき」を吸い上げ、社内に持ち帰り、チームプレーで「カタチ」
にし、お客様にお返しをする仕組みです。一人ひとりの力は小さいも
のですが、チームで協力することで大きな力になります。お客様の課
題をコムチュアの総合力で解決し、お客様満足の向上と社員の成長に
つなげています。

セールス
レポートDB

回答書/提案

● 顧客情報
● お客様の要望・関心
● クレームの兆し

お客様 日次管理
ナレッジマネジメント

チームでの協議・解決
知恵出しの場

社内

「ささやき」を
「カタチ」にして
お客様に応える カタチ

ささやき

震災をきっかけに、在宅でも勤務できる環境、女性が働きやすい環境を目指したワークスタイルの変革に向けたシ
ステム導入が課題でした。限られた予算の中、システム導入をどのように実現するか悩んでいたところ、コムチュ
アさんからジャストフィットする提案をいただき、導入に踏み切りました。高い技術力で社内の基幹システムを
Web化／モバイル化していただいたことで、変革に向けた布石を打つことができました。今後、コムチュアさんの
部品群がバージョンアップすることで、我々のシステムがさらに良くなることが期待できます。

導入事例

社内システムのWeb化／モバイル化による
ワークスタイルの変革

CASE2

お客様のご要望は、限られた予算の中でワークスタイルの変革に向けたシステム
を導入することでした。お客様のご要望をカタチにするためには、リリースされ
て間もないIBM様の開発技術を使って開発をする必要がありました。何度もお客
様とヒアリングを重ねる過程でアプリケーションの利用内容や頻度を整理、可視
化し、開発におけるコムチュア独自の革新的な部品群「paBoc」を作成しました。

「paBoc」の完成により、生産性は大幅に向上しました。開発効率と品質を向上
できたことで、開発期間を２／３に短縮できるようになりました。

株式会社セゾン情報システムズ 情報システム部部長　田中 巧 様

「paBoc」で生産性向上革新的な開発技術 COMTUREな人

に今後も期待高い技術力

コムチュア株式会社
営業推進本部　営業推進部

佐多 祐輔

日本アイ・ビー・エム株式会社

パートナー様の声

専務執行役員ソフトウェア事業本部長　Vivek Mahajan （ヴィヴェック・マハジャン） 様

今後のソフトウェア業界の大きな成長を支えるのは、ソーシャル・モバイル・ビッグデータ・クラウドです。そこ
には非常に大きなチャンスがあるものの、IBMだけでは実現できないこともあります。コムチュアさんには、我々
と一緒にこの分野のビジネスを伸ばして欲しいと思います。

成長ビジネスを一緒に伸ばすソーシャルなど

お客様の声
+

ワークスタイル
の変革！技術力
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 成長性　クラウド＆モバイルの拡大（34％増）により過去最高の売上高を達成POINT 1

 収益性　高付加価値化戦略 （一人あたり売上高5％増）による増益POINT 2

 効率性　ROE20％の効率的な経営（東証一部上場企業平均は8.1％）POINT 3

主要連結財務データ

FINANCIAL HIGHLIGHTS

科　目 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3
（計画）

経営成績（百万円）
売上高 4,783 5,008 5,526 7,168 8,477 10,000
営業利益　 493 435 463 802 1,024 1,150
経常利益 505 463 489 811 1,043 1,155
当期純利益 297 232 254 475 615 681
財政状況（百万円）
総資産 2,717 3,002 3,420 4,147 4,800 5,237
純資産 1,979 2,175 2,379 2,756 3,232 3,642
キャッシュ・フロー（百万円）
営業活動によるキャッシュ・フロ ー 318 360 276 756 656 −
投資活動によるキャッシュ・フロー △190 △205 △367 67 △1 −
財務活動によるキャッシュ・フロー △45 △48 △52 △123 △143 −
現金及び現金同等物の期末残高 1,129 1,235 1,141 1,843 2,354 −
1株当たりデータ（円）
当期純利益 56.75 44.21 48.40 90.63 116.26 127.77
純資産 376.99 414.08 452.10 523.19 605.73 683.51
配当金 9.3 10.0 12.3 26.0 42.0 46.0
主要経営指標（％）
総資産利益率（ROA) 11.1 8.1 7.9 12.6 13.8 13.6
自己資本利益率（ROE） 16.0 11.2 11.2 18.6 20.6 19.9
自己資本比率 72.8 72.4 69.4 66.2 67.3 69.6
配当性向 16.4 22.6 25.5 28.7 36.1 36.0

クラウド&モバイルの順調な成長により、前期比
18.3%増と過去最高の売上高を達成しました。次期予
想は100億円の大台を計画しております。

2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3（計画）

売上高（百万円）

7,168
4,783 5,008 5,526

8,477
10,000

売上高

利益剰余金の積み上げにより、純資産は順調に増加して
おります。当期も有利子負債はなく、高い自己資本比率
を保っています。

有利子負債ゼロの健全な財務体質

純資産/自己資本比率

当期の営業利益は1,024百万円と、過去最高を更新しま
した。高付加価値化戦略と生産性向上戦略を推進するこ
とで、高い営業利益率を実現しています。

営業利益率

営業利益/営業利益率

高い自己資本比率を維持しながらも、ROEは20.6％と、
東証一部上場企業の平均を大きく上回っています。安全
かつ効率的な経営を実現しています。

ROE

2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3（計画）

802

493 435 463

1,024
1,150

11.511.5

10.110.18.58.5 8.78.7

8.48.4
12.112.1

営業利益（百万円） 営業利益率（％）

2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3

純資産（百万円） 自己資本比率（％）

3,2323,232 3,6423,6422,7562,7562,3792,3792,1752,1751,9791,979

66.266.2 67.3 69.672.872.8 72.472.4 69.469.4

2015/3（計画）

0

2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3(計画)

１1.2

5.9

１1.2 19.920.6

ROE（％） 東証一部上場企業平均（％）

4.8 5.5
8.1 8.2

１8.6

前期比18.3％UP

を超える高収益を維持はROE 2ケタ

前期比 %増の大幅成長 %以上の高収益企業18.3 10

※出所  みずほ証券リサーチ＆コンサルティング
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決算ハイライト

事業別概況

グループウェアソリューション事業

Webソリューション事業

■ 売上高（百万円）

2014/32013/3

3,0452,761

35.9%

24.9%

企業の設備投資増加を背
景とした基幹システムの構
築・保守需要の拡大などに
より、売上高は前期比10.3
％増の734百万円、売上
総利益は同5.3％増の198
百万円となりました。

Windows7化対応を含む
大規模案件の受注、および
クラウド＆モバイル対応な
どにより、売上高は前期
比23.2％増の2,590百万
円、売上総利益は同42.8
％増の517百万円となり
ました。

ERPソリューション事業

ネットワークサービス事業

8.7%

30.5%

クラウド＆モバイル時代へ
の変化を背景としたグルー
プウェアのWeb化需要の
拡大などにより、売上高は
前期比10.3％増の3,045
百万円、売上総利益は同
24.9％増の833百万円と
なりました。

Salesforceを中心とした
クラウドビジネス、および
ネットバンク等の金融系ビ
ジネスの拡大などにより、
売上高は前期比28.7％増
の2,108百万円、売上総
利益は同5.6％増の419
百万円となりました。
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■ 売上高（百万円）

2014/32013/3

2,108
1,638

■ 売上高（百万円）

2014/32013/3

2,590
2,103

当社は、いち早くクラウド＆モバイル事業への取り組み
を行なった結果、2014年3月期の売上高は、対前年で
34%増（1,636百万円）にまで成長しました。
特にSalesforceと連携したビジネスは、毎年2倍以上
の伸びを続けており、クラウド＆モバイル事業の成長に
大きく寄与するとともに、その収益性の高さにより、高
付加価値化に貢献しています。

クラウド・モバイル分野の売上高推移
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クラウド＆モバイルは対前年34％増
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期末配当金（円） 中間配当金（円） 配当性向（％）
00.046.0

（計画）

26.026.0

36.136.1 36.036.0

2014年3月期は、当初計画の32円に対し、普通配当
8円増配に加え、東証一部上場記念配当を2円行ない、
計42円とさせていただきました。
2015年3月期は、普通配当を4円増配し、中間配当
22円、期末配当22円、計44円を計画しています。
また中間配当では、30周年記念配当を2円行ないます。
その結果、年間配当金は46円、配当性向を36.0％と
し、積極的に株主の皆さまに利益還元を行なってまい
ります。

30周年記念
配当2円含む
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〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー8F 

Phone : 03-5745-9700   Fax : 03-5745-9715

大株主の状況

株式の状況

株主メモ

発 行 可 能 株 式 総 数 17,400,000株 
発 行 済 株 式 総 数 5,329,800株
株 主 数 3,381名

決算期 3月31日
定時株主総会 6月
配当金受領株主確定日 3月31日および中間配当を行うときは9月30日

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

（同連絡先）

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL（0120）232-711（通話無料）

公告方法
電子公告により、当社WEB サイトに公告いたします。
但し、やむを得ない事由により電子公告をすることが
できない場合は日本経済新聞に公告します。

ご注意
1.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱

UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。

2. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主名 所有株式数（株） 所有比率（％）
有限会社コム 1,590,000 29.83 
コムチュア社員持株会 278,900 5.23 
日本証券金融株式会社 163,400 3.06 
個人株主 155,000 2.90 
ビーエ ヌピー パリバ セ キュリ
ティーズ サービス ルクセンブルグ 
ジャスデック セキュリティーズ

155,000 2.90 

株式会社三菱東京UFJ銀行 150,000 2.81 
向　浩一 128,000 2.40 
大野　健 93,000 1.74 
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 47,800 0.89 

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口 ) 47,200 0.88 

第31期も個人投資家向けIR活動を積極的に実施。
株主の皆さまも是非ご参加ください。

IRコミュニティ

会社データ（2014年3月31日現在）

会社概要

商 号 コムチュア株式会社
英文会社名:COMTURE CORPORATION

本 社 所 在 地 東京都品川区大崎一丁目11番2号
W EBサ イ ト http://www.comture.com/
設 立 年 月 日 1985年1月
資 本 金 10億1,400万円（2014年４月１日現在）
従 業 員 数 708名
営 業 所 大阪営業所

5月12日 決算発表
5月23日 2014年３月期　決算説明会
5月24日 個人投資家向けIR説明会（東京）（大和IR）

5月31日 個人投資家向けカンファレンスに出展
（東京）（SBI証券×モーニングスター）

6月3日 ラジオNIKKEI「ザ・マネー」出演
6月15日 個人投資家向けIR説明会（大阪）（大和IR）
6月18日 定時株主総会
6月28日 個人投資家向けIR説明会（札幌）（ラジオNIKKEI）
7月5日 個人投資家向けIR説明会（那覇）（ラジオNIKKEI）
7月 第１四半期決算発表
8月29日,30日 日経IRフェアに出展（予定）（東京・東京ビッグサイト）
9月7日 個人投資家向けIR説明会（名古屋）（大和IR）
10月 第２四半期決算発表
11月29日 個人投資家向けIR説明会（横浜）（大和IR）
12月16日,17日 野村IRフェアに出展（予定）（東京・東京国際フォーラム）

0 0

800

1,200

1,600

2,000

2,400

株価
（円）

500

出来高
（千株）

1,000

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 43 52012.11 2013.1 2014.112

株価チャート

2012/11/16に
東証二部上場 2013/11/22に

東証一部上場

詳細は

へP1

取締役および監査役
代 表 取 締 役 会 長CEO 向        浩 一
代 表 取 締 役 社 長COO 大 野    健
常 務 取 締 役 澤 田    千 尋
取 締 役 細 川    琢 夫
取 締 役 奥 田    兼 三
監 査 役 田 村    誠 二
監 査 役 中 元    秀 明
監 査 役 和 中    新 一

（2014年６月１８日現在）

1月 第３四半期決算発表
2月 東証IRフェスタに出展（予定）（東京・東京国際フォーラム）
2月7日 個人投資家向けIR説明会（福岡）（大和IR）
5月 第４四半期決算発表
6月 定時株主総会

2015年

2014年

第31期のIRカレンダー（予定）

野村 IR 個人投資家フェア 2013 の様子
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